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「自分で考える・みんなで考えるおいしい学び                         

   － 学習者と教師の自律学習能力アップのための味付け －」  

  奥村 三菜子（鹿児島キャリアデザイン専門学校） 

講義 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんどがグループ学習だったおかげで、以前より自分 
で考えることが多くなったと思います。自分で考えるこ 
とで、いつまでも頭の中に記憶が残り、いろいろな場面 
で役に立ちました。数学を通して、自分で考えることの 
大切さを改めて知ったように思います。 

（牧田・秋田 2012, p.180より） 

私はボン大学に入学して以来、学生達と協力し助け合う
という事の大切さを実感しました。これらは貴重な経験
であり、日本語の授業のおかげです。 

 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

本日のメニュー 

＜前菜＞ 

１．自律学習は おいしいのか？ 

２．明日からできる 
「自律学習能力」アップのための味付け 

３．一緒に考えよう、最初の一手！： 
「自律学習能力」アップのための味付け法 

スイス日本語教師の会・第22 回分科会  ( 2 0 1 7 年9 月10 日） 
 
 

自分で考える・みんなで考える
おいしい学び 

ー学習者と教師の自律学習能力アップ
のための味付けー 

 
 

奥村 三菜子
minako.okumura.jp@gmail.com 

〈学習目
的〉何のた
めに 学ぶ
か？ 

〈教育目的〉
どんな学習者を
育てたいか？ 

 
 

理念 

 
 
 

奥村・櫻井・鈴木（2016）p.79より 

CEFRが示す「コミュニケーション能力」 （CEFR  第五章） 

一般的能力 
General competences 

コミュニケーション 
言語能力 

Communicative 
language  competences 

•叙述的能力 Declarative knowledge 
（世界の知識、異文化への意識  等） 

•技能とノウハウ Skills and know-how 
•実存的能力 Existential competences 
（性格、価値観、信条  等） 

•学習能力 Ability to learn 
（発見技能、勉強技能  等） 

自律学習能力 

•言語構造的能力 
Linguistic competences 

（語彙能力、文法能力、読字能力  等） 
•社会言語能力 

Sociolinguistic competences 
•言語運用能力 

Pragmatic competences 
（ディスコース能力、機能的能力  等） 

 
１．自律学習は おいしいのか？ 

生教材（レアリア） て形 

ロールプレイ 母語の干渉 

スキーマ 

自律学習 

日本語教育関連の用語、 
わかりますか？   どのぐらい？ 

◆先行知識の評価 
・表面的に知っているレベル（その語を聞いたことがある） 
・事実を知っているレベル（定義できる） 
・概念を理解しているレベル（他人に説明できる） 
・応用できるレベル（それを使って問題を解決できる） 

 
アンブローズ他（2014）p.43 
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スキーマ 

自律学習 

 
レベル１．聞いたことがある（情報の有無） 

レベル２．意味がわかる（知識の有無） 

レベル３．他人に説明できる（知識の理解） 

具体例が挙げられる 
レベル４．課題に適用できる（知識の応用） 

実践に応用できる 

〈おまけ〉情報・知識は容易に得られる時代！ 

明確な理由に基づき、よ
りよい授業のために生教
材を有効活用。 

教師の場合 

レベル１．聞いたことがある 

レベル２．意味がわかる 

生教材（レアリア） 

養成講座の本で見た。  

学習者向けに加工されて
いない実物。 

レベル３．他人に説明できる 

具体例が挙げられる  
よって適不適がある。 

学習者のレベルや活動に 

例) 新聞記事、動画、チラシ、 
道具、日本人…等 

レベル４．課題に適用できる 
実践に応用できる 

【中級実践の例】 
＜実践目的＞ 
・自律的学習ストラテジー（問題解決能力）の獲得 

・協働学習の促進 

 

 

 

文型作文の作成とピアチェック 

＜対象者＞ 
日本語科の大学生（卒業年次：3年生） 

＜実践背景＞ 
コースにおける初めての自律・協働学習実践 

 

 

学習者の場合 

レベル１．聞いたことがある 

レベル２．意味がわかる 

て形 

T：「見てください」 
「聞いてください」 

作り方がわかる。  

レベル３．他人に説明できる 
具体例が挙げられる 

 
レベル４．課題に適用できる 

実践に応用できる 

どこまで求めたいですか？ 

て形が作れる。 
て形を使って文が作れる。 
（例：～てもいいですか） 

コミュニケーション場面
で使える。 
誤ったときに自力で修正
できる。 

学生への配布プリント（学期開始時） 【中級実践】＜学生フィードバック：肯定的な意見＞ 

 
ているから効果的だ。 

わかっているのでいい。 

と役にたつと思う。 
・自分がやらないとだめなのはよい勉強になった。 

 
（渋谷・石澤 2010より抜粋） 
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【中級実践】＜学生フィードバック：批判的な意見＞ 

・念のため先生と一緒にチェックしたかった。 
・教師の短い説明が欲しかった。 
・私は先生に教えてもらう授業の方がよかった。 
・準備をしてこない人がいたとき困った。 
・グループワークに参加しない人がいた。 

（渋谷・石澤 2010より抜粋） 

 

   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

【中級実践】＜教師フィードバック：効果＞ 

・準備してこなかった学生が仲間からの批判にあい、それ 
からは必要最低限の準備をしてくるようになった。 

れた。 

だ。 
・学習者同士ゆえに、納得できるまで自由に質問できる。 

異なる新たな視点から文法を見直すきっかけを得た。 

た。 
 

（渋谷・石澤 2010より抜粋） 

から離れられないことに起因していると思われる。 

【中級実践】＜教師フィードバック：反省＞ 

・一部責任感に乏しい学生がいた。 

このスタイルで勉強することの意味 
について、 

説明し、理解させておくべきであった。 

イルに慣れてもらう必要がある。 
 

（渋谷・石澤 2010より抜粋） 

言語学習ビリーフスの変化 
（BALLI: Beliefs about Language Learning Inventory：ボン大学2009年） 

≪1年生・3年生の間で最も大きな有意差が出た項目≫ 

 

 
「正しく言えるようになるまでは、

日本語で話してはいけない」 

 
「日本語学習の中で一番大切なのは、
自分の母語からの翻訳を学ぶことだ」 

 
奥村（2009）より 

言語学習ストラテジー 
（SILL: Strategy Inventory for Language Learning：ボ ン大学 2009年）  

 

3.5 

 

2.5 

 

 

 

0.5 

 

1年生 2年生 3年生 

・分からないことを誰かに教えてもらう。 
・分からないことを何かで調べる。 
・分からないことを一緒に考える。 
・とにかく試して、相手の反応を見る。 

 
記憶 認知 補償 ﾒﾀ認知 情意 社会的 

直接ストラテジー 間接ストラテジー 
奥村（2009）より 

〈学習者のbefore-after〉 
ことばの・・・ 

・言語学習ビリーフス 
「正しく言えるようになるまでは、日本語で話しては（いけ運な用い」） 

使い方 
 
・言語学習ストラテジー 

「社会的ストラテジー」の多用 
学び方 

（問題解決） 

のびのびと言語学習を行う学習者へ 
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【初級実践の例】「助詞のまとめ学習」 

 
 

 
 

 
 

 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

〈教師のbefore-after〉 奥村・辻（2011）より抜粋 

¾教科書のノルマはほぼ果たせた 
¾書き順をどの程度徹底させるべきか 
¾授業の始まりに必ず小テストを取り入れた 

 

 

 「ナゼ？」の言語化と内省  

 

 

第１期（目標・評価） 
文型シラバスから
機能シラバスへ 

第２期（活動） 
自律・協働学習の
導入 

第３期（評価） 

自己・ピア評価の
導入 

＜対象者＞ 
入門から半年間を経た、高卒のベトナム人留学生 

＜実践教師＞ 
初めての自律・協働学習実践者（教授歴：平均約4年） 

 
「いろいろな例文づくり」 

 

 

 

  
「助詞の使い方を考察」 

 ・はっきりじかんやばしょうの前に 
・だれ［に］もらう／あげる／あう 
・「に」＋はいる／のる／とまる／のぼる 

・しゅみ、きぼう 
・「が」＋あります、います、わかります 

 
「助詞の使い方を考察」 

 
・なにをあげます。 
・なにをしますか。 

 
 

どこへ行ます、かえります・・・ 
 

だれとなにをしますか 

 
「わたしのまとめ」 
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教
師
主
導 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
学
習
者
主
体 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
言語学習の過程は持続的であり、かつ個人差がある。
どんな言語の話し手でも、母語話者であろうと外国 語
を話す場合であろうと、二人として完全に同じ能 力を
持った者はいないし、同じ学習の道をたどった 者はい
ない。 

(CEFR: 2.2) 
 

学びを学び手の元に返す！ 
 
であるはずです。」（清田洋一  2017「はじめに」より） 

 
 

 
 

・「このぐらい」とは、どのぐらい？ 
誰が困るのか？ 
なぜ困るのか？ 

 
 

と、本人が言ったときが学びのチャンス！ 

＜引用文献＞ 
奥村三菜子（2009）「CEFR実践と日本語学習ビリーフスおよびス   

トラテジーの変化―BALLIとSILLの調査結果から―」『日本語教  
育連絡会議論文集』Vol.22,  pp.121-130. 

育現場における『体験』の積み重ねを通して―」『ヨーロッパ  
 

 
CEFR』くろしお出版 

清田洋一（2017）『英語学習ポートフォリオの理論と実践ー自立  
した学習者を目指して』くろしお出版 

自律学習、協働学習の最終的な形―」『ヨーロッパ日本語教
育   

おける「学びの場」づくり：よりよいティーチングのための７つ 
の原理』玉川大学出版部. 

数学教師の授業づくり―』   東洋館出版社. 

〈セッション２〉は、４～５人のグループで行います。 
13:15までにグループをつくって、ご着席ください。 
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講義 2 

 

   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

A 

２．ニュースによると、 
この大雨で多くの人が家を失ってしまった 

お 

。 

５． 風呂に入る  、 
こちらに必ずお名前をお書きください。 

スイス日本語教師の会・第22回分科会（2017年9月10日：奥村） 

２．明日からできる 
「自律学習能力」アップのための 

味付け 

学生たちの自由発言→ 
 

学習項目の適応→ 

そうだ
らしい
という 
ということだ 

時 
学生たちの自由発言→ 前に 

場合 
学習項目の適応→ 際に 

際は 

   
～という ～に基づく 
～と同時に  ～による ～際に 

２．ニュースによると、    
この大雨で多くの人が家を失ってしまった 。 

５．お風呂に入る  、 
こちらに必ずお名前をお書きください。 

B 

～という 
～による ～際に 

～に基づく ～と同時に 

〈２つの授業活動を比べてみると・・・？〉 

AとB、どこが違いますか？ 

●学生は何を身につけますか？ 
自分で 
あれこれ
考える 

A 

与えられた  B 
ものを選ぶ 

既習表現の適用能力 
表現の違いを考える習慣 など

一つの正解を探す能力 

〈２つの授業活動を比べてみましょう〉 

AとB、どこが違いますか？ 

⇒配布プリント：「漢字」「読解」「文法」 

(1) 学生は何を身につけますか？ 

(2) 教師の役割は何ですか？ 

☆あとで 
隣のグループと共有します。 20分 
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「まだできないこと」は何ですか？ 

〈授業活動と自己評価〉 

Aの活動後・Bの活動後、 

学習者は「振り返りシート」に何を書くでしょう？ 
 
 

今日、「できるように／上手になったこと」は何ですか？ 
 
 
 

10分 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

〈２つの授業活動を比べてみましょう〉 

話したことをみんなで共有しましょう！ 

(1) 学生は何を身につけますか？ 

(2) 教師の役割は何ですか？ 

1グループ 1分 

〈２つの授業活動を比べてみましょう〉 

隣のグループと共有しましょう！ 

(1) 学生は何を身につけますか？ 

(2) 教師の役割は何ですか？ 

☆あとで 
みんなに1分間報告します。 10分 

教師が全てを提示（固定Can Do） 
〈自由度なし〉 

自己評価【例１】 自己評価【例２】 
学習者が全てを記述（自由記述） 

A. 先週、授業で何をしましたか？ 
 

B. 「上手になったこと」は 
何ですか？ 

 
C. 「まだできないこと」は 

何ですか？ 
 

★私の2つの「がんばる！」 

自己評価 
【例１＆２の折衷例】 

 

 
“European Language 
Portfolio: Junior version”より
(National Centre for Languages) 

今日、何を勉強しましたか？ 
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〈Bを「自律学習」につなげるには？〉 
例えば・・・、 

• タスク／課題への取り組み方 

• 答えの確認・共有の仕方 等々 10分 

みんなで取り組む 

仲間が教える 

一人で取り組む 

教師が教える 

学習者が自分で考える時間・経験を奪わないこと！！ 

「重要なことは、経験そのものよりも、経験を解釈して、 

そこからどのような法則や教訓を得たかということである。

言い換えれば、たとえ二人の人間が同じ経験をしたとしても、

経験の解釈次第で学習内容は異なり、その後の行動も変わる

といえる」 
（松尾 2006, p.62） 

 
 

言語学習の過程は持続的であり、かつ個人差がある。ど
んな言語の話し手でも、母語話者であろうと外国語を話
す場合であろうと、二人として完全に同じ能力を持った
者はいないし、同じ学習の道をたどった者はいない。 

(CEFR: 2.2) 

＜引用文献＞ 

松尾睦（2006）『経験からの学習―プロフェッショナルへの
成長プロセス』同文館出版. 

Kolb, D. A. (1984). Experiential Learning: Experience as 
the Source of Learning and Development. New Jersey: 
Prentice-Hall. 

〈セッション3〉は、ペアワークを行います。 
15:00までにお好きなペアで、ご着席ください。 

休憩 

学習＝「経験を変換することで知識を創りだすプロセス」 
（Kolb, 1984） 

教師がすべきは   〈Kolbの経験学習モデル〉 経験と内省の
機会提供！！ おいしい・まずい 

よし、作ってみよう 

なんでだろう？ 
・・・だから？ 

つまり…ということか？ 
きっと…にちがいない 

自己評価 

（松尾 2006, p.63より） 
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A（文法） 
 

 

『中級を学ぼう』第４課 

６．移動 V テばかり・ところ・とたん (p.61) 

 
A. ①（〇）ネパールの学生は 2 週間前に日本に来たばかりだ。 

②（×）ネパールの学生は 2 週間前に日本に来たところだ。 

③（×）ネパールの学生は 2 週間前に日本に来たとたんだ。 

 
B. ①（〇）私は今バイトから帰ったばかりだ。 

②（〇）私は今バイトから帰ったところだ。 

③（×）私は今バイトから帰ったとたんだ。 

 

C. ①（×）家に帰ったばかり、電話が鳴った。 

②（×）家に帰ったところ、電話が鳴った。 

③（〇）家に帰ったとたん、電話が鳴った。 

 

D. ①（〇）ネパールの学生は先週日本に来たばかりなので、まだ日本語が下手だ。 

②（×）ネパールの学生は先週日本に来たところなので、まだ日本語が下手だ。 

③（×）ネパールの学生は先週日本に来たとたんなので、まだ日本語が下手だ。 
 

 

 

 いつ？ 文の形 

 今 少し前 ～だ。 ～、 ～なので、 

ばかり  
〇 

   

ところ  
× 

   

とたん      
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B（文法） 
 
 

 

 
 

（『中級を学ぼう 日本語の文型と表現 56 
中級前期』スリーエーネットワーク, p. 68 
より） 
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講義 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

◆味付けのヒント 

・この活動を通して、学習者は何を身につけるか？ 

・この活動における、教師の役割は何か？ 

〈自律学習能力〉アップのために 
どこをどんなふうに変えたらいいでしょうか？ 
「尊敬語」の教案に 
〈自律学習的〉味付けをしてみましょう 

自分で考える みんなで考える 
20分 

スイス日本語教師の会・第22回分科会（2017年9月10日：奥村） 

３．一緒に考えよう、最初の一手！： 
「自律学習能力」アップのための味付け法 

 【応用練習】 

①先生の情報収集のために、尊敬語を使った5つの質問を考える。 

※ワークシートに質問を書く。 ［グループ］ 

※教師はグループを回り、間違いがあれば指摘し、直させる。 

②クラスメートの前で先生に質問し、教師は答える。［全体］ 

※グループメンバーは先生の回答をワークシートに書く。 

 

ワークシートがないと取り組めないか？ 

指摘は教師にしかできないか？ 

 

〈自律学習能力〉アップのために 
どこをどんなふうに変えたらいいでしょうか？ 
「尊敬語」の教案に 
〈自律学習的〉味付けをしてみましょう 

隣のペアと共有しましょう！ 

 
 

10分 

 
【導入：テキスト読解】 

①ある先生の紹介文（です・ます体：A）を読ませる。［個人］ 

②ある先生の紹介文（尊敬語：B）を読ませる。［個人］ 

③スライドでAとBの違いを示し、「尊敬語」の概念について説明。 

［全体］ 
 
 
 

教師が説明しなければ違いに気づけないか？ 

【尊敬語の導入・練習】 

①対比プリントを配布し、ペアで暗記させる。［ペア］ 

②大判の対比表を貼り、尊敬語の空欄を埋めさせる。［全体］ 

※間違いがあれば、教師が訂正する。 

③ます形のフラッシュカードを見せ、尊敬語を言わせる。［全体］ 

プリントがないと法則は発見できないか？ 

教師が訂正しないと誤りに気づけないか？ 

教師がいないと練習できないか？ 
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私の授業、明日からどうしよう？ 
自分の授業を振り返り、 
〈自律学習的〉味付けをしてみましょう 
１．どんな授業をしましたか？ 

教師は何をしましたか？ （3分×2） 

２．振り返りシート、学習者は何を書くか？ 
学習者はどんな力を身につけたか？ （3分×2） 

３．自律学習能力アップのために 
変えられる点・工夫できる点は？ （5分×2） 

 
【宿題】 

「テキストB」を参考に、ワークシートの内容に基づき、 

先生の紹介文を書いてくる。 

→提出後、教師添削・返却。 

 
 
 

添削は教師にしかできないか？ 

私の授業、明日からどうしよう？ 
自分の授業を振り返り、 
〈自律学習的〉味付けをしてみましょう 

隣のペアと共有しましょう！ 

 
 

10分 

〈自律学習能力〉アップを目指す授業の特徴 

①問題解決のプロセスに力点を置いた活動 

②段階的なコースデザインと指導 

①問題解決のプロセスに力点を置いた学習活動 
z ゴール／出口を明確にする（課題セッティング） 
z ゴール／出口に辿り着く方法を考える 

c.f. 母語話者と実際に接触しながら日本語を学ぶ過程に酷似 
★母語話者の多くは、誤りを訂正することはできるが、

誤りの理由を客観的に説明できることは少ない。 
☆よって、学習者は自分でその「法則」「理屈」を考察し、

応用させていく能力が必要。 

自律的学習は、学習者の教室外での 
日本語使用場面を再現したシミュレーション 

②段階的なコースデザインと指導の必要性 
z ある日突然「放置」しても学習者は戸惑うだけ 
z 一度体験した学びは次への新しい「レディネス」となる 

c.f. 青木 (2001) より 

・実践を可能にする環境整備をするのは教師の仕事 
・学習者たちが信頼関係を作れるようになるまでは教師の

イニシアティブが不可欠 
・学習者オートノミーは育てるもの。育てるのも、教師の仕事 

自律的な学びを育てていくには、 
段階的な「足場作り」と「足場外し」が必要 
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〈学習目
的〉何のた
めに  学ぶ
か？ 

〈教育目的〉
どんな学習者を
育てたいか？ 

 
 

自理律学念習 

教師は何をどう学び合うべきか？ 
講師・チューター フィードバック 

 
◆今学期の授業／Tutoriumで「うまくいった！」と思うトップ３を思い出して み
てください。その理由や背景も思い出して書いてみてください。 

１． 
 

２． 
 

３． 
 

◆今学期の授業／Tutoriumで「失敗した！」と思うワースト３を思い出してみ て
ください。その理由や背景も思い出して書いてみてください。 

１． 
 

２． 
 

３． 
 

◆来学期の「マイCanDo」を3～5つ考えて書いてみてください。（できるだけ
具体的に） 

「今日の振り返りシート」を書いてみましょう！ 

↓↓↓最初に書いたものと何か変わりましたか？ 

私は、 
 

学習者を育てたい。 

私は、 

 
日本語教師になりたい。 

〈延命治療における医師の役割〉の変化  より 
※自律学習に関わる教師の役割との共通点が見られる 

こたえる 

答える 
(answer) 

応える 
(respond) 

共に悩んで、考えるプロセスを共有する 

＜引用文献＞ 

青木直子（2001）「教師の役割」, 青木直子・尾﨑明人・土 
岐哲 (編)『日本語教育学を学ぶ人のために』, pp.182-197,
世界思想社. 

奥村三菜子（2011）「CEFR実践のための教師研修を考える― 
教師のための『CanDoセルフチェック体験』を例に―」, JF 
パリ日本文化会館・編『ヨーロッパの日本語教育の現状－ 
CEFRに基づいた日本語教育実践とJF日本語教育スタンダー
ド活用の可能性』, p.164-180. 

牧田秀昭・秋田喜代美（2012）『教える空間から学び合う場
へ―数学教師の授業づくり―』 東洋館出版社. 

長～い一日、 
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おぼえましょう！ 

スイス日本語教師の会・第 22 回分科会 

（2017 年 9 月 10 日・奥村） 

 

 

初級授業の教案例 
対象者：A2 レベルの一般成人（12 名） 授業時間：60 分 

 
＊［個人］＝個人作業、［ペア］＝ペアワーク、［全体］＝クラス全体活動 

 

目的 (1)  自律学習能力、協働学習能力の向上 (2)  日本語運用力の向上 

目標 日本語の先生の紹介文を書くことができる 

指導項目 「尊敬語」 

時間 活動 
15 分 【導入：テキスト読解】 

①ある先生の紹介文（です・ます体使用）を読ませる。〔テキスト  A〕［個人］ 

②ある先生の紹介文（尊敬語使用）を読ませる。〔テキスト  B〕［個人］ 

③スライドでテキスト A と B の違いを示し、「尊敬語」の概念について説明。［全体］ 

20 分 【尊敬語の導入・練習】 

①ます形と尊敬語の対比表プリント*を配布し、ペアで暗記させる。［ペア］ 

②大判の対比表を黒板に貼り、学習者数名に尊敬語の空欄を埋めさせる。［全体］ 

※間違いがあれば、教師が訂正する。 

③ます形のフラッシュカードを見せて、尊敬語を言わせる（口頭練習）。［全体］ 

25 分 【応用練習】 

①先生の情報収集のために、グループで尊敬語を使った 5 つの質問を考える［グループ］ 

※ワークシートに質問を書く。 

※教師はグループを回り、間違いがあれば指摘し、直させる。 

②クラスメートの前でグループごとに先生に尊敬語で質問し、教師は答える。［全体］ 

※グループメンバーは、先生の答えをワークシートに書く。 

 

宿題 
「テキスト B」を参考に、ワークシートの内容に基づき先生の紹介文を書いてくる。 

→提出後、教師添削・返却。 

 

 

「配布プリント」* 
 
 
 

ます形 
そ ん け い ご 

尊敬語 
い 

行きます いらっしゃいます 
き 

来ます いらっしゃいます 

います いらっしゃいます 

た 

食べます めしあがります 
の 

飲みます めしあがります 
み 

見ます ごらんになります 

します なさいます 

～ています ～ていらっしゃいます 
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スイス日本語教師の会・第 22 回分科会 

（2017 年 9 月 10 日・奥村） 

 

 
2012 年 9 月 19 日 

 
WS 12/13 講師全体ミーティング：第二部 講師研修会 

 いいものは真似しよう！ 
 

＊SS 12 フィードバックの「トップ３」の中から抜粋させていただきました。 
以下の内容について、各自 5 分間のプレゼンをお願いいたします。 

 

 

＜5 分間プレゼン担当表＞ 
（発表順） 

発表者 内容 
 

M 
 

 

 

 
授業実演 

教科書のペアワークと指示のある練習問題の文を一文ずつカードに書いてグループごとに渡し、

練習させた。終わったらそのカードを次のグループに回させた。練習問題の文の数がグループの

数より少ない場合は、こちらで練習問題を追加した。 

 

K 課の会話を扱う前に、4 枚の会話の絵を 4 コマ漫画のように見せて、簡単な会話を作ってみさせ
てから、DVD を見る。 

 

S フォローイングやシャドウイング、まとめのリスニングを繰り返し、意識して多くのインプット

を行いました。また、ある程度課に慣れた頃、DVD を見てアフレコをしてもらいました。 

 

H 
漢字指導の一貫なのだが、読解ストラテジーの導入の目的もあり、文章から情報を的確に抽出出

来るかという作業の一つとして、テキスト内から漢字だけ、あるいは漢字とその漢字が含まれる

節・文章を取り出し、情報を読み取る練習を学期を通じて毎課行った。 

 

B 
 

 

 
ﾏﾃﾘｱﾙ紹介 

教材として、「”スキーマとして使える”漢字・語彙導入ワークシート」を作ってみた。教科書の
スキーマ作りとして使える活動部分をスキャンして、新出漢字・新出語彙を書けるように加工し
た。 

 

O 学期末に各課の CanDo ワークシートを全て集めた「ワークシート縮小版」と「噴出し文型リス
ト」の両方を使って復習。その後、「噴出し文型リスト」なしで、各課の CanDo に取り組む。 

 

T1 

二ゼメの授業に全面的にパワーポイントを取り入れた。（1. わかりやすい、2. 授業がスムーズに
なる、3. 小ミスが減る）   PPT 資料の作り方が悪く、実際の授業で流れが良くなかった（失敗した）
場合でも、何がよくなかったのか意識化しやすい。 

 

F 
 

 
実践紹介 

今学期は、授業後にうまく行ったところ、失敗したところ、気づいたことを教案にメモしておい

た。 

 

R 
L18「お礼の手紙」：「日にち、誰に」を設定し、3 人グループで書かせた。「季節の挨拶、何の
お礼、終わりの挨拶」「書く人」を決め、すべてのグループが、自分たちで間違い確認⇒Ｔアン
ダーラインチェック⇒間違い直しをし、時間内に提出できた。 

 

H1 
 

 

 

 
実践説明 

授業前半は毎回違う方法で進めることになったが、色々な読解の仕方があると解釈してくれてい

たら嬉しい。 

 

T2 
４ゼメの文法講義。文法の体力づくりを行えた。テキスト分析を通してテキストレベルの文法に

注目させた。 

 

T3 

会話・文法の連関：文法で「変化を表す『～につれて』『～てくる・ていく』表現」を扱う時、

会話で使用済みのグラフ資料を見せた。たったそれだけのことで、学生の頭の中でもつながりが

できたようで、授業もスムーズに進んだ。 

 

Y 
学期の途中から教科書を離れて今までやったことのない投書を読み、文法と会話 で連携して作業を

し、最終的にはビジターセッションで日本人と話すのだ、という授業の流れをはっきり説明できた。 
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スイス日本語教師の会・第 22 回分科会 

（2017 年 9 月 10 日） 

今日の振り返りシート  
＊この振り返りシートの記述内容は、研修事例として研究や発表等に使用する可能性が 
ございます。個人が特定されるような取り扱いは決していたしませんので、何卒ご了承ください。 

◆今日、「知った」「わかった」「気づいた」ことは何ですか？ 

 

 

◆今日、「より深まった疑問」は何ですか？ 

 

 

◆明日から「始められる」「やってみたい」と思うことは何ですか？ 

 

 

 

私は 

学習者を育てたい。 

 

私は 

日本語教師になりたい。 
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今日の振り返りシート【まとめ】 
（回答数：44） 

◆今日、「知った」「わかった」「気づいた」ことは何ですか？ 

＜「自律学習」について＞ 

・自律学習について詳細を知ることができた。 
・今までレベル２程度だった自律学習について、レベル３くらいになりました。 
・自律学習とは何か、理解できたような気がする。実践もそれほど難しくないのかも？ 
・自律学習の有効性、必要性。学習者にとって、より利益のある学習方法。 
・自律学習の大切さ。 
・自律学習の重要性。 
・「自律学習」の捉え方。 
・「自律学習」は少人数の仕事帰りの疲れた成人向け授業にはあまり向かないのでは？という

懸念があったが、大きなまちがいだった。 
・自律学習とは自分達で考えさせること、その時間を奪ってはいけないということ。 
・学習者の「気づき」の大切さを学んだ。 
・学習者自身に気付かせることの大切さ。 
・生徒に考えさせる学習。 
・モティベーションを持っているということが自律学習そのものと直結する。 
・共に学び合うことを大切にしている点や、理念（根幹）をしっかり持って教育に取り組ん

でいくことは、改めて大切だなと思った。 
・自律学習が身につけば、人は一人でもどこでも学ぶことができるようになるということ。 
 

＜授業実践に関して＞ 

・単にペアやグループワークをすることではなく、そこに学習者自身が気づく活動であった

り、ハッと思わせるしかけ
．．．

が必要であるということ。 
・自律学習能力を使った学び方の大切さ。自律学習能力はグループレッスンだけではない。

教師は常にこのことを頭に置いてレッスンを進めること。 
・ペアやグループで学習することによって、生徒同士も意見を言い出しやすくなる環境にな

ること。個人でできることは授業内ではなく、授業中はできるだけ他者とのかかわりを大

切にすべきだということ。 
・ペアまたはグループで学習するとより定着度が増す。 
・学習者が中心の自律学習に向けて自分の教案を見直さなければ。 
・生徒に考えさせる機会を授業の中で増やしていきたい。また、グループで取り組ませる活

動をもっとしたい。 
・これからの授業に更に取り入れることで、もっと楽しく能動的なクラスにできると思う。 
・教師の進め方一つで授業が学習者中心のアクティブなものになることを実感した。また、

それが想像できる。 
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・受動ではなく、生徒が自ら気付き、活用する楽しさを得られるような授業作りを意識しな

ければいけないということ。 
・いつ生徒の足場を外してあげるか、外すか。 
・自律学習の方法は今までもたくさん自己検索してきたが、そうでない単調な課題にもどん

な味付けができるか、視点を変えて疑問を問いかけてみることの大切さを知った。 
・最近の自分の授業を振り返り、自律学習に“味付け”できる部分がまだまだ多くあること

に気づいた。 
・B タイプの教材であっても活動内容ややり方によっては自律学習を促す授業にできること。 
・今までおろそかにしていた学習者の振り返りをもっと今後しっかりしたい。 
・出口を先にはっきりさせることで、学習内容の見直しができる。繰り返し見直すこと！ 
・自律学習の進め方の具体案について。 
・とても楽しいアイディアをたくさん見せていただきました。 
・プライベートレッスンでも自律学習をサポートできる点は多々あるということに気付いた。 
・今までも部分的に自律学習を自分の授業に取り入れていたことがわかった。 
・自律学習については何となく知ったつもりでいたけど、実際の授業に生かそうとはしてこ

なかったということに気付かされました。 
 

＜教師／自分自身の姿勢に関して＞ 

・学習者のみでなく教師も自律学習能力をつける必要性が大きいことを気づかされた。 
・自律学習はまず教師が意識してやっていくことである。 
・過保護な教師になってはダメだということ。 
・私は学習者に対して過保護だったことがわかった。 
・自分の授業が説明過多だと気づいた。今夏、自分もドイツ語講座を受講し、ペアワークで

自分が独語で相手に説明した授業の方が聞くだけの授業よりはるかに心に残っていたの

に、この経験を生かせなかった。反省。 
・自律学習の重要性は常々感じながら、どうしても一方通行のレッスンをしてしまいがち。

学習者の意欲と興味を一層引き出しながら、学習者がひとり立ちできるような日本語教育

をしていくことが大切だと思う。 
・日本で自分が受けてきた小中高の教育は教わることに重視を置いた教育なので、教える側

に立ってもそのクセが抜けないでいる。 
・Textbook に頼って楽をしている自分に改めて気づいた。 
・教師は生徒にすべてを教えたり示す必要はないということ。 
・教師が学習者の考える時間、自律学習へのチャンスを奪っていることがあるということ。 
・放置と見守りは違う。 
・見守ると放置は違う。 
・自律的学習を目指した授業の方を自分はずっと向いていた。 
・私がいつも大切にしていることは、言葉の学習だけに関わらず、何事に対しても想像力を

発揮する（養う）ということ。今日セミナーに参加させていただいて、更に生徒さん達の
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想像力を引き出す授業に力を入れたいと思った。 
 

＜教師の自律と協働に関して＞ 

・いろいろな先生方と話し合うことで、もっと工夫できる点がわかった。 
・他の人と話し合うことで、いろいろな考え方、物のとらえ方があるということが改めてわ

かった。 
・自分の授業を振り返り、人と話すこと。人と話すことにより気付きが深まる。 
・皆と作業することはおもしろいし、楽しい。 
・短い時間でもトピックをしぼって集中すれば結論が出せる。 
・ポイントをしぼることで短時間でも濃い話し合いができた。 
・マイナス＋マイナスはさらに大きなマイナス→ポジティブな意見交換のほうが有意義だ！ 
・「いいものは真似しよう」がとても面白いアイディアでした。 
 

＜その他＞ 

・CEFR：自律学習、協働学習が学習者にとって大切であることがわかった。 
・CEFR の理解が深まった。 
・教師として教えることと子育ての共通点が多い。 
・時間管理を厳しくするとメリハリのある授業ができそう。 

 

 

◆今日、「より深まった疑問」は何ですか？ 

＜現状との兼ね合いについて＞ 

・限られた授業時間（スイスでは往々にしてカルチャーセンターにしろ学校にしろ週 1～2 時

間というパターンが多い）内で、どうやって自律学習を推進させていけるか。 
・自律学習の良さ、大切さはよくわかったが、カリキュラムや授業時間数の制限の中で、ど

のように取り入れられるか、よくわからない。大きな課題である。 
・限られた時間で、どのようにして、できるだけ学習者の個性を生かせられるか。 
・自律学習能力をアップさせる授業は従来の授業より時間がかかるので、30 人近くいる学生

さんのクラスで時間が限られている場合にもうまく応用できるのか？ 
・自律学習、協働学習は今日できるだけ取り入れるべきで、取り入れようと思ったが、補習

校の限られた時間でどこまで取り入れられるか。 
・扱う教材や授業時間、グループかプライベートか、年齢的なものも含めて全てを取り入れ

るのは難しいかもしれないが、もう少し授業に活動を取り入れたい。 
・プライベートレッスン中心の教育活動で、学んだことを生かせるのか、確かでない思いを

依然抱いています。 
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・プライベートレッスンでいかに自律学習を取り入れるか？ 
・仕事が終わって疲れている学習者に、いかに抵抗なく自律学習をさせることができるか。 
・ヨーロッパの学習者の限られた環境での学習指導の仕方。 
・自律学習を『まるごと』に応用する仕方。 
・現在使用している『みんなの日本語』の使用と I と II を終えた後の初中級の教本について。 
 

＜実際の実践に向けて＞ 

・どうすればうまく足場作り、足場はずしができるか。 
・足場の外し方、タイミングなど。 
・ペアワークで力の違う両者がメリットを得られるにはどう持っていったらいいか考えてみ

たい。 
・想像以上に学習者がのってこない場合はどう対応するのか。その場ですぐ対応できるのか。 
・クラスの信頼関係を良くすること。 
・みんなで考える、自分で考えるプロセスが大事なことはわかったが、そこからが難しいと

思った。 
・まだ学習を始めたばかりの生徒はどの程度まで自律学習を行うことができるのか、どのよ

うに行えばよいのか。 
・各課の導入部分で自律学習は入れにくい。どのようにしていけばいいのか。 
・何回も振り返りシートに挑戦してきたが長続きしないのはなぜだろう…。 
・どんな活動をどこまでグループ活動にできるか。 
・学習における経験のプロセスを見て、どうやったら効果的な授業活動ができるか考えてし

まった。私の今の授業を振り返って、具体的経験さえできていないのでは…。 
・漢字の練習 A はとてもおもしろいと思った。いつも漢字の扱い方が単調になってしまうの

で、漢字の力を伸ばしていく方法をもっと知りたいと思った。 
 

＜教師の役割に関して＞ 

・足場作りは教師の仕事であるが、その後見守りの時期に教師は具体的に何ができるのか、

また、何をするべきなのか？ 
・自律学習を教師がどのように導いていけるか、教師としての自分に対しての能力。 
・教師の関わり方。 
 

＜グループ学習と個人の学びに関して＞ 

・協働学習の中から考える個人化への持っていき方。 
・「ここまで」の設定を行うのは常に自分の側だったが、数人いる学習者各自の最大満足の落

としどころって何だろう。 
 

＜学習者に関連して＞ 

・学習者は何を目指しているのだろうか。 
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・学習者の希望に耳を傾け「どんなことがどんな風にできるようになるのか」ということを

教師が様々なアイディアを探求し続けてやっていくにはとにかく時間がかかるように思

う…。 
・教師が教えようと思ったことと、生徒が学んだことの差について。 
・自律学習能力アップにはやはりモティベーションが必要だと思う。そのモティベーション

を見つけ出すにはどうしたらよいか？ 
・台湾出身の学習者が「もう少しつめこみ授業をしてほしい」と欲望があった。気づきの自

律学習とのバランスをどう取ればよいか？ 
・自律学習を学習者においしいと思ってもらうのは難しいということ。 
 

＜まずはやってみます！＞ 

・実践してみて疑問が深まってくるかと思う。これから色々試していきます。 
・失敗したなと思った授業に自分なりの疑問や改善策を考えてきたが、具体的な視点の転換

法をもう一度まとめてみたいと思う。 
・カリキュラムの作り方、時間の有効利用。やろうと思うときりもなく、どういう目標を立

て、どう進めていくのがベストなのか。 
・「明日から、授業、どうしよう…」？！ いえいえ、そこをもう一度踏ん張って「振り返り

の大切さと、実際に果たして自分の置かれている環境でそれができるのか…？！」考えて

みます。 
 

＜その他＞ 

・私の指導法は独特かなあ。 
・まず自分を変える。 
・CEFR のアプローチを好まない同僚と何をポイントをしぼって話し合えばよいか。 

 

 

 

 

  

【講師からのメッセージ】 

疑問が生じたということは、研修内容をそれだけ自分のこととして捉えたというこ

とに他なりません。他力本願ではなく、自力で問題を乗り越えようとしているからこ

そ疑問が生じるのだと思います。多少物騒な物言いではありますが、自律学習とは「自

分で自分に落とし前をつけることである」と私は考えています。つまり、ここに挙げ

られた「疑問」は、自分で自分に落とし前をつけようとする前向きな姿勢の現れであ

り、自己責任を負おうとする責任感とプロ意識の現れとも言えるでしょう。 

セッション３でお話しさせていただいたように、疑問や課題は多くの場合、成功例

などのポジティブな視点により解決することが多いです。ここに挙げられた「疑問」

の多くも、冒頭の「今日『知った』『わかった』『気づいたこと』」にそのヒントを見

つけることができそうです。自分が書いた「疑問」に対するヒントが潜んでいないか

どうか、ぜひ「今日『知った』『わかった』『気づいたこと』」をよく読んでみてくだ

さい。それでも困ったら、教師会の仲間、同僚、先輩などと話し合ってみてください。

そして、学習者の力を信じてください。必ず光は見つかるはずです！ （奥村三菜子） 
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◆明日から「始められる」「やってみたい」と思うことは何ですか？ 

＜授業準備に関して＞ 

・教案を作る時に自律学習的な味つけができないか考えて工夫すること。 
・もっと有効な自律学習の工夫をよく自分でも考えてみます。 
・学習者が授業後に思うことをあらかじめ考えてから計画を立てる。 
・生徒が能動的になるような工夫。（あまり細かく教えず、気づかせる、自ら考える、グルー

プワーク。） 
・一緒に話をすることが楽しいともっとお互いに思える工夫。 
・学習活動のゴール／出口を明確にしたい。 
・しかけ作り。 
・持っている教材をうまく活用すること。素材を生かすのは教師自身、素材（教材）をうま

く料理していきたい。 
・学習者の気づきをうながせるような教材利用と教材作り。 
 

＜授業実践に関して＞ 

・導入部分から自律学習を活用する。 
・部分的にでも「自律的」な活動を入れる。 
・さらなる自律学習授業の試み。 
・ペア活動、グループ活動をもっと取り入れてみたい。 
・グループ活動。 
・もっとピア添削やルールを自分で考えさせる時間を取り入れたい。 
・教えるだけではなく、自ら考えて能動的な学習を行ってもらえるような授業をする。 
・穴埋めドリルや今までのパタプラに加えて、一歩進めた“自律”（自分で考えて、あはーな

るほど！）を促す授業に積極的に取り組んでいきたいと強く思う。 
・言葉の導入のためにつかっていたパワポ（写真→その後導入語の提示→発言）は、定着の

ための活動などに考え直し、言葉の導入も学習者主導で始める。 
・文型のルール発見あるいは復習の説明を私 1 人で説明するのではなく一緒に思い出しても

らう＆説明してもらう。（次のて形の復習レッスンの時にトライしてみようと思う。） 
・私が話を聞いて助詞などの訂正をするだけではなく、多くの質問をして正しい input と発話

を促すこと。 
・はじめから教師が正解を出してしまわない。文法さえも生徒に考えさせることができると

いう発見！ 
・単語や漢字などを覚えるだけでなくそれを使えるようなプラン作り。 
・A タイプの漢字導入。 
・補習校の 5 年生で漢字の A をやってみたい。 
・いただいた練習問題 B を変えたものを使う。 
・今までも自分なりに自律学習をやってきたが、先生が教えて下さった方法も試してみたい。 
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・漢字のワークショップにおいて、生徒同士の「自分がつかんだ漢字のコツ」を披露＋お互

いに助け合う時間を持たせたい。 
・一度使った練習問題を使って、別の部分を練習させたり、応用問題を作ったりして、やり

っぱなしにせずにリピートさせることで理解の定着を図る。 
 

＜学習者への関わり方に関して＞ 

・学習者の自律学習をじゃましない。 
・学習者にじゃまにならない、足をひっぱらない教師になりたい。 
・相手の考える時間を尊重する。 
・教師がすぐに答えを出さないようにしようと思う。 
・過保護にならない、を念頭に、できるだけ学習者に考えさせ、その内容を発表させ、それ

をその場で共有していきたい。 
・学習者への問いかけを増やし、学習者自身に考えてもらうことを増やす。 
・自分の出番の減らし方を再考。 
・生徒の気持ちになって授業に取り組みたいと思う。 
 

＜学習者の内省に関して＞ 

・振り返りシート。 
・振り返りシートを再度見直し、Can Do チェックももっと有効活用したい。 
・自己評価表に自由欄を設け、各授業の終わりに書かせる。 
・毎回、今日の授業でわかったこと学んだことを、生徒に考えさせる。 
・学習者の振り返りシート、今までは評価表的だったが、自分の言葉で何を学んだか、何が

できるようになったか、何が足りないと思うかなど、A1・A2・B1・B2・C1・C2 の区切り

ごとに書かせてみようと思う。 
 

＜自己内省に向けて＞ 

・今までの教室活動を自律学習の観点から一つひとつチェックしていく。 
・うまくいった授業について、なぜうまくいったかを考えて今後も生かそうと思う。 
・自分の授業の良い点を次の授業に生かすこと。 
・教案を書くだけでなく、すぐあとでその授業の反省点を必ず書き出しておく。 
・自分の授業案の振り返り、改善。 
・先週金曜日に失敗した授業を自律学習型で考え直してみたい。 
・教案の見直し！ 
・他の教師と少しの時間でも自分の授業、または他の授業について検討し合うこと。 
・日ごろマンネリ化している授業をもう一度見直したい。 
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●私は     学習者を育てたい。 
自律学習能力のある 

自律的に考える 

自分で自律的に学ぶ 

自分で考える活動的な 

自分でよく考え学んでいくことのできる 

自分で考えながら学習しようとする 

自分で興味を持って、自分で進んで勉強する 

   自分で学び、気づき、考えることができる 

   自分で知りたいことを調べて学ぶことのできる 

   自律学習を身につけ、日本語学習を続けてくれる 

   自律学習・協働学習によって、目標に向かって意欲的に学ぶ 

自分で学びをかちとる 

自分の興味があるものについて進んでいく力のある 

   自分で考えて自分で日本語を使える 

   自ら考え、疑問を持って学習していく 

   “なぜ”と問える 
   自分が何をどのように何のために勉強したいかをはっきり自覚して意欲的に学習したがる 

   自分に合った学習方法・内容が見つけられて実行できる 

   困難が起こった際でも人や物を有効に使って（頼って）解決策を導き出せ、物事をポジティブ

に捉えることのできる 

より一層、自律協働活動のできる、コミュニケーションの図れる 

   やりたいと思ったことができるようになる／夢を見続ける、共に笑える 

   教師がいなくても、楽しくモティベーションを持って日本語を続けていってくれる 

   発見と学びが楽しいと思って止められない 

   学ぶことが楽しいと思える 

日本語を勉強することに楽しみを感じ長く続ける 

   共に学ぶ学習者と、日本を学ぶプロセスを楽しみながら学ぶ 

   日本語を楽しく学びに来て、他の人と協調して教室を活発にできる 

楽しく参加してくれる 

   習ったことを学生の目標に生かせる 

   毎日の生活の中から学べる 

   想像性・想像力のある 

   学習した言葉で自己表現ができる 

   話せる（相手に伝わる）日本語を話す 

   日本語を勉強していてよかったと思ってくれる 

日本語が好きで、運用できる 

日本と日本語が大好きな 

   日本文化に興味を持ち続けてくれる 

   日本・日本語が大好きで、一人でも仲間とでも楽しく自分で学ぶ 

   日本語・日本文化を面白く感じ、学ぶことに喜びを感じる 

   国際的な視野を持った、世界の平和に貢献できる、日本が好きな、日本を愛する 

   日本語を通して日本とスイスのかけ橋になれるような 

   みんなで協力して、民族間・宗教観・国際問題など、問題を解決できる 
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●私は     日本語教師になりたい。 
学習者の足場を作り支援できる 

学習者が困った時に、いつでも対策を持ち、分からない時には共に悩み、サポートもしくは解決策を

提示できる 

知識を教えるのではなく学ぶ方法を見つける手伝いができる 

学習者のニーズにこたえて、柔軟にサポートできる 

学習者に目標と興味を持たせて目標達成に向けて支援する 

学習者が興味のあるものについて進んでいくのをサポートできる 

自分で興味を持って自分で進んで勉強する学習者を育てられる 

出しゃばりすぎずに学習者に必要なサポートを提供できる 

自ら考え、疑問を持って学習していく学習者をしっかり支えていける 

自分で学びをかちとれる学習者を支援する 

学習者が達成感や自己発見のできる授業を提供できる 

生徒の自律性・自主性・アイディアを大切にする 

学習者が自分でも知らなかった能力などを引き出せて、自信をつけさせられる 

言葉や想像力を引き出せる 

学習者が自分に合った学習方法・内容が見つけられて実行するのを支援できる 

学習者の学びの道すじを段階的につくっていき、適切に手助けできる 

自律学習ができるように上手に導いていける 

学習者の自律学習を最大限に引き出す 

見守る 

学習者を見守れる 

生徒に自発的に活動させる 

生徒がいつの間にか自然に学べるしかけが作れる 

学習者主体のレッスンをする 

学習者を導きながら伴走できる 

良き伴奏者である 

生徒の学ぶ力、学びたい気持ちに寄り添える 

日本について学ぶモチベーションを保つお手伝いをするパートナーである 

生徒の心に火をつける／motivation を高め、持続させられる 

学習者の立場に立てる 

生徒と一緒に学ぶ 

生徒たちと共に学び、考えていくことができる 

日本語を学ぶ楽しさを教えられる 

アクティブな楽しい授業のできる 

生徒ができる！わかった！と楽しく授業を受けることができる場を提供できる 

場を温められる 

やっぱり先生との時間は発展があるからいいなーと思ってもらえる 

この先生につけば夢がかなうかもしれないと信じてもらえる／毎週会いたいと思ってもらえる／共に

笑える 

良心のある、労をおしまないで頑張れる 

自分自身が周りの人と協力しあえる 

いつも振り返って自分を見直す余裕のある 

日本と日本語のよさ、美しさを伝えられる 


	＜5 分間プレゼン担当表＞
	（発表順）


